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別記様式（第３条関係） 

開催記録 

名 称 第３回介護保険事業計画等策定委員会  

開催日時 令和５年 11月 30日（木）午前 10時から午前 11時 15分まで 

開催場所 本庁舎 大会議室 

出席者 
委 員 11名  

事務局  7名    ＊別紙名簿のとおり 

議 題 
（１）第 10期高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画の素案について 

（２）その他 

資料の名称 

資料１ 会津美里町 第 10期高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画素案   

資料２ 保険料の段階数見直しの例 

資料３ 保険料 13段階の例 

記録方法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

内       容 

 

１．開  会 （星健康ふくし課長補佐）― 省略 ― 

  

２．委員長あいさつ ― 省略 ― 

 

３．協  議 

事務局：資料１～３につて説明。 

議 長：質問はございませんか。 

委 員：民生児童委員協議会として福祉協力員の設立導入の検討について高齢福祉計画に入

れて貰ないか。民生児童委員の負担軽減、担い手不足の解消を目指すもので福祉協

力員について検討いただけないか。本町では民生児童委員の定員は 83名となってい

る。本町には高齢単身世帯が 1,555 世帯、高齢者夫婦のみ世帯が 861 世帯あり、主

にこれらの方々の見守り活動を行っている。中には１人で５つの行政区を担当する

民生児童委員もおり、民生児童委員のサポートをする福祉協力員が必要な行政区が

ある。福島県民生児童委員協議会でも福祉協力員の設立を強化しており県内では南

相馬市、西会津町、川俣町で既に本制度を導入している。本計画において、１つの

項目に福祉協力員の設立検討について挙げていただきたい。 
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事務局：福祉協力員制度の必要性については、町としても充分理解していますが、高齢に特

化したものではないと考えております。ですので高齢者福祉計画に記載するという

形ではなく、本来であれば地域福祉計画で取り上げる内容と考えております。高齢

者のみでなく、民生児童委員としての活動は年齢等に関わらず対応していくべきも

のであると考えていますので、高齢者福祉計画での記載については検討させていた

だきたい。ただ福祉協力員制度の必要性につきましては事務局でも考えております

ので、設立については社会福祉協議会とも協議しながら取り組んで行きますのでご

理解をお願いします。 

議 長：56ページ及び 70ページの通所リハビリテーションについてお伺いしたい。計画に

おいては実績よりも多く見込んでいるが。 

事務局：これまでは新型コロナウイルスの影響で利用が少なかったと考えておりますので、

今後の見込みにあたっては、その影響分を考慮して多く見込んでいます。 

議 長：65ページの在宅医療・介護連携推進事業の令和５年度は 700千円となっている

が、令和６年度以降は 70千円となっている。これで合っているか。 

事務局：手持ち資料で確認できませんので、実績値と計画値を確認しまして誤りの場合は訂

正させていただきます。 

議 長：65ページの家族介護リフレッシュ事業について、令和５年度が 11回と少なくなっ

ているが。 

事務局：令和５年度から事業者が変更となり、新たな取組を始めたが、開始時期が遅れたこ

と等により回数が減少しました。来年度以降については、事業者と実施内容等を協

議して取組を行うこととしています。 

委 員：44ページにシルバー人材センター支援事業があり、45ページの高齢者の生活支援に

もシルバー人材センターの記載がある。どちらも高齢者の就労に対する支援である

ことから、一つに記載をまとめられないか。 

事務局：シルバー人材センターは国の制度もあり、その点を明確にしておく必要があると考

えています。一方、高齢者の就労支援については、シルバー人材センターもありま

すが、民間事業者における定年延長に関する内容などもあります。それらを踏ま

え、別立てて記載していることについてご理解いただけますようお願い申し上げま

す。  

委 員：51ページのロに記載のある「ブランチ・サブセンター」とは何か。わかりやすく

表記した方がよいのではないか。また、ハに記載されている「それに準ずる者」と

はどういった者か。  

事務局：「ブランチ・サブセンター」とは、技分かれ的なイメージ、下部組織的な表現を意

味するものであり、表記については分かり易いように検討いたします。各町村に１

か所地域包括支援センターが設置され、それまでサブセンター的な機能を有してい

た事業所等が一本化されました。今回、以前のように居宅介護支援事業所等をサブ

センター的に位置付けようとする考えを表しているものです。「それに準ずる者」

については、今後国から「準ずる者」についての定義が通知されると思います。計
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画の表記については検討いたします。 

議 長：ほかに質問等はございませんか。（質問なし） 

他に質問等が無いので、本委員会として、パブリックコメントに素案として提出す

ることを了承します。 

 

議 長：（２）その他について。 

事務局：高齢者福祉計画における介護保険事業の対象外のサービス（養護老人ホーム、軽費

老人ホーム、老人福祉センター等ついて適切な量を見込むことや、介護保険料を

13段階に変更することなど、国においても未確定要素があります。12月 18日から

パブリックコメントの開催を予定していますが、国からの情報等があった際には、

改めて委員会を開催するのではなく、各委員に修正案を送付し、ご意見をいただく

ことを考えています。 

議 長：それでよいと思います。みなさんもよろしいですね。これで委員会を終了します。 

 

 

 

４．その他 

事務局：― 省略 ― 

 

 

５．閉会 

 

６．閉  会 （星健康ふくし課長補佐）― 省略 ― 

 

 

 

 

 

      以上、開催記録として報告します。 

 


